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序 文

ワマン・ポマ（1535-1615）の人物紹介

インディオの記録者フェリペ・ワマン・ポマ・デ・アヤラが世間に知られるようになったのは

ごく最近になってからで，1908年にデンマークのコペンハーゲン図書館で図書館長リヒャルト・

ピーチュマンが挿絵入りの原稿を発見した後のことである。このような予期せぬ場所での発見は，

どのようにして原稿がそこに届けられたのか，さまざまな推測を引き起こす。最も有力視されて

いるのは，アメリカ大陸から送付された書類が保管されていたスペインのオリバーレス公伯爵の

図書館にあったという説である。その図書館の一部は，1650年から1662年までスペインに駐在し

ていたデンマーク大使コルネリウス・ペンダーソン・レルヒに購入された。のちに彼はその原稿

を自国に持ち帰ったが，1936年にパリの民族学の研究機関の２人の専門家によって出版され，広

く世間に知られるようになった。ワマン・ポマの原稿に記載されている短い自伝以外に，彼の生

涯について記載してある文献は知られていない。この著書には，年代の間違い，食い違い，矛盾

も散見されるが，だからといってペルーの歴史を理解する上でその重要性が低下するものではな

い。

フェリペ・ワマン・ポマ・デ・アヤラは，1535年あるいは1536年に，アヤクーチョ県ルナカス

地方のサン・クリストバル・デ・ソンドンド村で生まれ，そこに住居や財産を所有していたと主

張している。しかし，ワヌコで生まれたとする歴史家もいて，そこは副官としてインカに仕えた

祖父が，ヤロビルカ家の君主として治めた土地だった。ポマの父マルティン・ワマン・マルキは，

インカの支配下で独自の習慣を保持していたチンチャイスーユの統治者ヤロビルカ・インディオ

の子孫であった。

母はインカ皇女ワナ・クリ・オクリョだったことから，ポマはインカ・トパック・ユパンキの

子孫であると考えられている。ポマには，三人の兄弟と一人の姉妹の他に，母親とスペイン人征

服者ルイス・アバロス・デ・アヤラとの間に生まれた混血の異父兄弟，マルティン・デ・アヤラ

がいた。この混血の兄弟は司祭になり，ワマン・ポマの知的発展に多大な影響を与えた。ポマ自

身以下のように記述している。「神父マルティン・デ・アヤラは義父，母，兄弟たちに知識を伝授

し，こうした教えのおかげで，著者はこの年代記を書くことができたのである」，と。

こうした兄弟との関わりを通して，ワマン・ポマは読み書きを学び，聖書や法律，歴史の知識

を得て，さらに絵を描く技術も習得した。不完全ではあるが，ポマの知識はインディオとしては

非常に優れており，特にこの時代にペルーに渡来したスペイン人の圧倒的多数は，こうした教育

に欠けていた。正確な年代はわからないが，ワマン・ポマは幼児期をクスコで過ごし，その後，
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混血の兄弟，神父マルティン・デ・アヤラが牧師を務める地方病院のあるワマンガへ移り，一緒

に暮らした。ワマン・ポマの父親もその病院で働いていた。ポマはスペイン語とケチュア語，そ

の他の方言ができたので，論争や刑事あるいは民事訴訟で通訳者として活動し，また植民地法や

特に副王トレドの導入した統治制度についての知識があったので，貧しいインディオに助言する

ことができた。ワマン・ポマはワマンガ地方に滞在していたが，ペルーを旅してまわり，クスコ，

ワヌコ，ワンカヨ，ワンカベリカやリマへ向かう途中の沿岸地方を訪れている。

ワマン・ポマは結婚していて，彼の著書に登場するので，少なくとも一人は子どもがいたこと

がわかる。この記録者はペルー中を旅してまわり，貧しいインディオの保護に尽力した。この年

代記を書きあげるのに，1583年から1613年までの30年の歳月を費やした。彼は冒険と波乱に富

んだ人生を送り，80歳あるいはそれ以上生きたと考えられている。クレメンツ・マーカム卿は著

書「インカの歴史」でワマン・ポマの作品と生涯に触れ，「この年代記の特筆すべき特徴は，圧倒

的優位な立場のスペイン人による非情な専制政治について明らかにし，大胆にも非難しているこ

とである」と述べている。この画家で文筆家の彼は，司祭も役人も容赦なく批判している。挿絵

からは，鞭に打たれ，棒で殴られ，足から逆さ吊りにされた人々を見て取ることができる。そこ

には二個の卵を貢納しなかったとして，裸で鞭打たれる女性が描かれている。女性に対する劣悪

な待遇，子どもへの非人道的な殴打，強制結婚，役人とカードゲームに興じる司祭などについて

記載されている。

この年代記はフィリペ二世に宛てて書かれている。著者は苦労してこの原稿をリマに持って行

き，そこからスペイン本国に送付され，インディオの保護者として認知されたいと願っていた。

どのようにして，この本が破棄されることなく，スペインへの送付が許可されたのか，非常に謎

めいている。不幸な同胞に同情の念を抱き，あらゆる情報を明らかにすることに関心のあった，

この著者がどうなったのか，当然知りたいと思うだろう。彼は優れた画家であり，大胆不敵にも

不法行為や残虐行為を描写した。風刺の精神が挿絵から伝わってくる。先住民の才人によって編

み出された著書として，これほど興味深く貴重なものはないだろう。

ワマン・ポマの著書の時代背景

ワマン・ポマの著書を完全に理解するためには，年代記で言及されている歴史的出来事を考慮

することが極めて重要である。スペイン人がやってくる直前には，クスコのワスカル王とキトの

異母兄弟アタワルパ王が王権相続をめぐって紛争しており，インカ帝国は揺れていた。結局，ア

タワルパが勝利し，ワスカルとその家族，親戚を殺害した。これは正統性と継続性の原則に反す

る行為で，インカ社会が内包する不安感を増幅させた。
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この深刻な危機だけでなく，インカによる処遇を快く思っていなかったカナリス，チャチャポ

ヤス，ワンカスなどの民族集団からスペイン人が軍事的援助を受けたことが，最終的にインカ帝

国の滅亡を招き，その領土は短期間で征服されてしまった。手っ取り早く富を手に入れようとす

る征服者の野心によって，征服者間に紛争が起きた。こうした内紛によって，スペイン王室は介

入せざるを得ない状況となり，ペルー初代副王と初期の征服者フランシスコ・ピサロとディエゴ・

デ・アルマグロの死を予兆させた。当初スペイン人は安易に略奪を行い，インカの宮殿や寺院か

ら金銀を持ち去ったが，その後スペイン王室はペルーの鉱山資源を開発し，その土地を占領する

ため，組織的体系を導入した。スペイン王室が征服者に命令を下す「エンコミエンダ」制度を創

設し，インディオに福音を説き救済するために，インディオ集団の統括者として征服者を任命し

た。そのため，インディオは貢納として食料を提供し，水は薪を運送し，住居や教会，道路，橋，

水路を建設し，その他公共の仕事を請け負わなければならなかった。スペイン王室は「ミタ」制

度も導入し，鉱山で働く労働者を共同体や村から提供させた。こうした強制動員は，偽装されて

はいるが，要するに奴隷制度を生み出した。鉱山で束縛されずに働いたインディオもわずかなが

らいたが，非人間的な労働条件と社会的保護の欠如のため，驚異的な数の鉱山労働者やその家族

が，死亡したり病気になった。もう一つの見え透いた搾取は織物作業所で行われ，そこでは女性

や子どもが過酷な労働を強いられ，時には劣悪な待遇から逃げ出さないように鎖で繫がれること

もあった。

スペイン人は搾取と人口制限に都合のよい制度を強要した。ペルーの最高権威者である副王を

筆頭に，官僚が各地を統治した。スペイン国王に選出された官僚は，行政と司法の役割を遂行し

た。実際，官僚らはエンコメンデーロ（委託を受けた人物）と結託してインディオを抑圧し，搾

取した。こうした搾取の構造には，司祭や伝道師，インディオの首長らも含まれていた。貧しい

インディオから搾取する見返りに，利益や便宜を得ようとして，首長らはスペイン人に協力した。

スペイン人に協力しないインカの支配層や首長らには，さまざまな妨害が加えられたためである

とポマは書き記している。また，先住民の堕落を招くので，混血は好ましくないとも示唆してい

る。ポマはもう一点，司祭が貧しい人々を救済するというキリスト教徒としての任務を果たして

おらず，官僚たちはスペイン王室の法律に従っていないことを指摘している。こうした状況を打

破するために，ワマン・ポマはスペイン国王に宛ててこの著書，つまり「新しい記録」と「良き

統治」を書いた。その中で，インディオたちはスペイン人や黒人と混ざり合わずに，それぞれが

独自の社会で暮らしていれば，もっと効率的に発展するだろうと次のように述べている。

「インディオは古代有力者の子孫に統治され，徳と知性のある人物が選出されるべきである。先

住民の土地や所有物は彼らに返還されるべきで，教育は，古代インカの支配が完全に消滅してし

まった今となっては，正統な君主として認知されているスペイン国王の支配下で改善されるべき
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であるとしている。」さらにポマは宗教改革も提唱し，司祭は人間的な資質や品行に基づいて選出

されるよう改善すべきであるとしている。ポマは，貧しい人々への献身とキリスト教徒としての

美徳という点で，フランシスコ会士やイエズス会士を賞賛している。彼の理想とする美徳や社会

は，キリスト教の人間愛に深く根ざしており，インディオの保護に尽力したラス・カサスらを称

えている。彼らは，世界中の民族がみな平等であるという説を推進するごく少数派であり，征服

と先住民の服従を観念的に正当化するために教義を利用し，絶対君主の権力とともにある教会の

実態に異議を表した。ポマが指摘しなかった点に，インディオ社会の支配階層がインディオに対

して行った搾取が挙げられる。それは倫理的問題からだけでなく，スペイン君主が導入した政策，

つまり組織的な暴力に依存した屈折した支配システムによって生じた問題だったからである。こ

うした矛盾を含んでいるので，ポマは一方ではインカ王族，征服者，スペイン人有力者，司祭，

首長らを批判しながらも，他方では理想的な君主と，正義と良き統治に裏打ちされたキリスト教

徒の美徳の規範となる教会が存在すれば，インディオの不正問題と搾取問題は解決されると考え

ている。

しかし，ヨーロッパでもスペイン王室と教会との連携によって，アメリカ大陸ほどではないに

しても，貧しい人々が抑圧されているという事実に，ポマは気付いていなかった。こうした状況

からプロテスタントの宗教改革（1517年）へと発展し，それに続いて内戦や革命が生じ，自由と

正義を求めてヨーロッパは大きく揺らいだ。この揺らぎの波はインカ征服後のペルーにおいても

生じるのである。

この著書には矛盾や間違いが散見されるものの，ワマン・ポマの提唱する改革は，最貧民のた

めに立ちあがった聖書の登場人物，預言者アモスやイザヤを連想させる倫理的基盤に根付いてい

る。この年代記を通して，声なき無防備な民に対する作者ポマの深い慈悲を感じるだろう。彼の

意見は時代を先取りしており，植民地支配下では最弱者であった女性や子どもの待遇に対して，

懸念を表明した。ワマン・ポマは，ペルーにおいて，キリスト教徒である哀れなインディオへの

愛情と懸念から，いわゆる「自由主義神学」を要求した先駆者だったとも言えるだろう。ワマン・

ポマの著書は，スペイン人による征服以前の時代と，征服や植民地時代の再現から成っている。

長い放浪の旅を通して，記録者ポマはペルーでの社会情勢を目の当たりにし，スペイン人によ

る征服以前の口承伝統について多くの情報を収集した。カトリック教徒の視点から見ても，ポマ

の描く挿絵を通して習慣，宗教，経済，社会生活の一般概念，例えば古代ペルー住民の宇宙観な

どを理解することができる。また，ポマはチチャを飲み，コカの葉を嚙む習慣，そして偶像崇拝

を批判しているが，また同時に，スペイン人の野望とキリスト教徒としてのあるまじき行動をも

非難している。彼の判断基準は，彼の理想として表明している厳格なカトリック教の道徳規範に
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基づいており，彼の描いていた豊かな観念的世界を裏付けるものである。ちょうど二つの文化が

出会って大きな変化の生じた時代であり，相互に混ざり合って，新たな国家が誕生した。ワマン・

ポマの著書は長編であり，最も興味深い特徴は，挿絵に添えられた文章よりも，より明確に表現

している挿絵そのものにある。

こうした挿絵からヒスパニック社会，つまり征服と植民地どちらの様子も簡単に窺い知ること

ができる。このポマの作品は16世紀から17世紀初頭の生活に関連する習慣や儀式，情景，登場

人物の載っている記録書としても意義がある。さらに，ポマはインカ社会の口承伝統や歴史的記

録を描くことによって，スペイン人による征服以前の社会をも再構築している。人々は死を拒絶

し，共同体の信仰に従い，世代を超えて脈々と生き続ける。これがアンデス文化の精神の真髄で

ある。自書の中でワマン・ポマはこう書いている。「この本を読んで，涙を流す者もあれば，笑う

者もいるだろう。神に捧げる者もいれば，怒りのあまり破り捨てようとする者もいるだろう。そ

して，この本を手元に置いておきたいと思う人もいるだろう……」，と。

マルティン・ブラボ
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ハ
ム

は
子
孫
を
残
し
，
救
世
主
で
あ
り
，
神
の
生
け
る
息
子
，
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
と
続
い
て
い
っ

た
。
こ
の
た
め
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
直
系
の
子
孫
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

２
番
目
の
世
界
，
ノ
ア

神
は
罰
と
し
て
洪
水
を
起
こ
し
た
。
ノ
ア
は
方
舟
を
造
り
，
神
は
40
日
間
昼
も
夜
も
雨
を
降
ら

せ
た
。
ノ
ア
は
方
舟
を
降
り
，
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
，
ワ
イ
ン
を
つ
く
っ
て
飲
ん
だ
。
世
界
は
神

を
信
じ
る
の
を
止
め
，
多
く
の
罪
を
犯
す
人
々
で
あ
ふ
れ
た
。
ノ
ア
の
息
子
の
一
人
が
ア
メ
リ

カ
大
陸
に
や
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
デ
ィ
オ
は
ア
ダ
ム
の
子
孫
だ
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
神
の
み
が
真
実
を
知
っ
て
い
る
。
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４
番
目
の
世
界
，
エ
ル
サ
レ
ム
の
ダ
ビ
デ
王

こ
の
時
代
に
は
，
多
く
の
王
や
地
主
が
反
乱
を
お
こ
し
，
多
く
の
富
を
手
に
入
れ
，
欲
望
の
た

め
に
神
を
忘
れ
，
悪
魔
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
時
，
正
義
を
も
っ
て
統
治
す
る
こ
と
を
学
び
，

芸
術
や
貿
易
が
発
展
し
た
。

５
番
目
の
世
界
，
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生

マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
は
赤
ん
坊
イ
エ
ス
を
授
か
り
，
エ
ル
サ
レ
ム
で
生
ま
れ
た
。
こ
の
時
代
の
主

要
な
出
来
事
は
，
救
世
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
で
あ
る
。
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初
代
ロ
ー
マ
教
皇
聖
ペ
ト
ロ
の
任
命

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
神
の
代
理
者
と
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
，
キ
リ
ス
ト
は
12
使
徒
の
ひ
と

り
聖
ペ
ト
ロ
を
地
球
上
で
の
代
理
人
と
し
て
残
し
た
。

教
皇
の
世
界

ペ
ル
ー
の
イ
ン
デ
ィ
オ
の
街
が
発
見
さ
れ
，
こ
の
時
に
ス
ペ
イ
ン
と
ロ
ー
マ
は
ペ
ル
ー
に
つ
い

て
の
情
報
を
得
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
豊
か
さ
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
こ
の
大
陸
を
発
見
し
て
，
地
球
が
丸
い
こ
と
を
知
っ
た
。
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カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
に
い
る
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
ア
ル
マ
グ
ロ
と
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ピ
サ
ロ

こ
の
時
代
に
ス
ペ
イ
ン
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
出
航
し
，
２
人
の
隊
長
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
ア
ル

マ
グ
ロ
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
サ
ロ
と
司
祭
フ
レ
イ
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
が
17
2
人
の
兵
を
従
え
，

ト
ゥ
ン
ベ
ス
の
港
に
到
着
し
た
。
こ
の
征
服
者
た
ち
は
三
位
一
体
，
聖
母
マ
リ
ア
，
聖
人
，
天

使
に
守
ら
れ
て
い
た
。

ペ
ル
ー
の
イ
ン
デ
ィ
オ
に
向
か
っ
て
進
む
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
艦
隊

フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ア
ス
・
コ
ロ
ン
（
コ
ロ
ン
ブ
ス
），

バ
ス
コ
・
デ
・
バ
ル
ボ
ア
，
ア
ル
マ
グ
ロ
，

ピ
サ
ロ
ら
が
乗
船
し
て
い
た
。
ト
ゥ
ン
ベ
ス
の
港
に
上
陸
し
て
，
イ
ン
カ
に
使
者
を
遣
わ
す
計

画
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
，
金
銀
の
宝
庫
で
あ
る
の
を
見
た
彼
ら
は
拝
金
主
義
者
と
な
り
，
イ
ン

カ
皇
帝
ア
タ
ワ
ル
パ
を
捕
え
て
殺
し
た
。
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ワ
リ
期
の
初
代
イ
ン
デ
ィ
オ
，
ワ
リ
コ
チ
ャ
（
ワ
リ
ウ
ィ
ラ
コ
チ
ャ
ル
ナ
）

衣
服
の
作
り
方
を
知
ら
ず
，
葉
を
身
に
ま
と
い
，
洞
窟
や
岩
山
に
住
ん
で
い
た
。
ア
ダ
ム
の
よ

う
に
土
地
を
耕
し
始
め
た
。
彼
ら
の
仕
事
は
，
神
に
祈
る
こ
と
だ
っ
た
。
争
い
は
な
く
，
仲
良

く
平
和
に
暮
ら
し
た
。

第
２
代
イ
ン
デ
ィ
オ
，
ワ
リ
ル
ナ

農
場
や
段
々
畑
，
用
水
路
を
つ
く
っ
た
。
炉
の
よ
う
な
小
さ
な
家
を
建
て
た
。
天
国
に
唯
一
の

神
イ
ラ
パ
が
い
る
と
信
じ
て
い
た
。
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第
３
代
イ
ン
デ
ィ
オ
，
プ
ル
ン
ル
ナ

染
め
た
糸
で
色
鮮
や
か
な
織
物
を
織
る
よ
う
に
な
り
，
家
畜
を
育
て
，
金
や
銀
を
探
し
出
し
た
。

泥
の
レ
ン
ガ
の
壁
の
家
を
建
て
，
屋
根
に
は
藁
を
の
せ
た
。
彼
ら
は
ノ
ア
の
子
孫
で
，
洪
水
の

後
繁
殖
し
た
ワ
リ
コ
チ
ャ
と
ワ
リ
ル
ナ
の
子
孫
で
あ
る
。

第
４
代
イ
ン
デ
ィ
オ
，
ア
ウ
カ
ル
ナ

要
塞
や
家
，
井
戸
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
く
つ
も
の
戦
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
，
あ
ち
こ

ち
で
流
血
の
惨
事
が
起
き
た
。
こ
の
53
00
年
続
い
た
４
つ
の
時
代
の
後
，
イ
ン
カ
が
こ
の
国
に

現
れ
，
権
力
者
と
な
っ
た
。
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イ
ン
カ
の
紋
章

ワ
シ
の
羽
，
ジ
ャ
ガ
ー
，
王
冠
，
蛇
が
描
か
れ
て
い
た
。
イ
ン
カ
は
テ
ィ
テ
ィ
カ
カ
湖
と
テ
ィ

ア
ワ
ナ
コ
出
身
で
，
そ
こ
か
ら
８
人
の
兄
弟
が
ク
ス
コ
に
現
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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イ
ン
カ
王
朝
の
始
祖
マ
ン
コ
・
カ
パ
ッ
ク

始
祖
マ
ン
コ
・
カ
パ
ッ
ク
は
ク
ス
コ
を
統
治
し
た
。
初
代
イ
ン
カ
王
は
，
緑
色
の
タ
ー
バ
ン
，

金
の
パ
ラ
ソ
ル
と
耳
覆
い
を
着
け
て
い
た
。
17
0
歳
で
ク
ス
コ
で
死
去
し
た
。
と
て
も
穏
や
か

な
性
格
で
多
才
だ
っ
た
。
太
陽
を
崇
拝
す
る
た
め
に
太
陽
神
殿
コ
リ
カ
ン
チ
ャ
を
建
設
し
た
。

始
祖
の
父
は
太
陽
，
母
は
月
で
あ
る
と
述
べ
た
。

第
２
代
イ
ン
カ
王
シ
ン
チ
・
ロ
カ

ア
タ
ン
・
コ
リ
ャ
，
ア
レ
キ
パ
ま
で
征
服
し
た
。
非
常
に
行
動
力
が
あ
っ
た
。
勇
敢
な
顔
立
ち

で
，
肌
は
褐
色
で
，
色
鮮
や
か
な
タ
ー
バ
ン
を
巻
き
，
パ
ラ
ソ
ル
を
手
に
し
た
。
右
手
に
は
斧

槍
，
左
手
に
は
楯
と
石
斧
を
持
っ
て
い
た
。
太
陽
神
殿
や
偶
像
に
多
く
の
財
宝
を
寄
付
し
た
。

第
二
編

イ
ン
カ
帝
国
の
国
王
と
王
妃
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第
４
代
イ
ン
カ
王
マ
イ
タ
・
カ
パ
ッ
ク

チ
ャ
ー
カ
ス
地
方
，
チ
ュ
リ
，
カ
ラ
バ
ヤ
ま
で
統
治
し
た
。
醜
い
顔
，
不
格
好
な
手
足
だ
っ
た
。

痩
せ
て
い
て
，
寒
さ
に
弱
か
っ
た
。
憂
鬱
な
性
格
だ
っ
た
が
，
と
て
も
勇
敢
だ
っ
た
。
父
か
ら

征
服
地
ポ
ト
シ
や
チ
ャ
ー
カ
ス
ま
で
統
治
し
た
。
お
気
に
入
り
の
偶
像
グ
ア
ナ
カ
ウ
レ
に
多
く

の
富
を
残
し
た
。

第
３
代
イ
ン
カ
王
リ
ョ
ケ
・
ユ
パ
ン
キ

マ
ラ
ス
ま
で
統
治
し
た
。
歪
ん
だ
鼻
，
大
き
な
目
，
小
さ
な
口
と
唇
，
浅
黒
い
肌
で
，
醜
か
っ

た
。
臣
民
は
王
の
顔
を
見
な
い
よ
う
避
け
た
。
右
手
に
は
斧
，
左
手
に
は
楯
を
持
ち
，
頭
に
は

王
家
の
記
章
を
つ
け
て
い
た
。
ひ
ど
い
悪
人
だ
っ
た
。
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第
６
代
イ
ン
カ
王
イ
ン
カ
・
ロ
カ

息
子
と
一
緒
に
ア
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
ま
で
統
治
し
た
。
大
柄
で
力
が
強
く
，
多
弁
で
，
賭
け
事
好

き
な
好
色
家
だ
っ
た
。
息
子
を
大
変
可
愛
が
り
，
手
を
と
っ
て
連
れ
て
歩
い
た
。
こ
の
時
代
か

ら
，
イ
ン
カ
で
は
コ
カ
を
嚙
む
よ
う
に
な
り
，
今
日
ま
で
イ
ン
カ
人
の
習
慣
と
し
て
引
き
継
が

れ
て
い
る
。

第
５
代
イ
ン
カ
王
カ
パ
ッ
ク
・
ユ
パ
ン
キ

ア
イ
マ
ラ
族
や
ケ
チ
ュ
ア
族
の
地
域
ま
で
統
治
し
た
。
武
器
を
持
ち
，
王
で
あ
る
こ
と
を
象
徴

す
る
装
飾
品
を
頭
に
つ
け
て
い
た
。
女
性
好
き
だ
っ
た
。
背
丈
は
中
く
ら
い
で
，
面
長
で
，
強

欲
，
無
知
だ
っ
た
。
父
な
る
太
陽
に
祝
杯
を
挙
げ
，
偶
像
に
食
物
を
供
え
る
こ
と
を
始
め
た
。
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第
８
代
イ
ン
カ
王
ウ
ィ
ラ
コ
チ
ャ

ワ
ン
カ
，
ヤ
ウ
ユ
ー
ス
，
ハ
ウ
ハ
，
カ
ハ
，
イ
カ
，
チ
ン
チ
ャ
，
サ
テ
ィ
，
ス
ル
コ
，
リ
マ
を

統
治
し
た
。
偶
像
に
敬
意
を
表
し
，
大
広
場
で
盛
大
な
宴
会
を
催
し
た
。
多
く
の
犯
罪
者
，
姦

通
者
，
強
姦
犯
を
裁
き
に
か
け
た
。
最
高
の
神
と
考
え
て
い
た
ウ
ィ
ラ
コ
チ
ャ
神
に
多
く
を
捧

げ
た
。
他
の
偶
像
を
す
べ
て
燃
や
そ
う
と
し
た
が
，
反
撃
さ
れ
て
殺
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
，

彼
の
妻
が
止
め
た
。

第
７
代
イ
ン
カ
王
ヤ
ワ
ル
・
ワ
カ
ッ
ク

ク
ス
コ
，
コ
ン
デ
ス
ー
ユ
，
パ
リ
ナ
コ
チ
ャ
，
チ
ャ
ン
カ
，
ソ
ラ
ス
，
ア
ン
ダ
マ
ル
カ
，
ル
カ

ナ
ス
か
ら
成
っ
て
い
た
。
背
丈
は
低
く
，
が
っ
し
り
と
し
て
い
て
，
力
が
強
く
，
大
き
な
目
を

し
て
い
た
。
貧
し
い
人
々
に
や
さ
し
く
，
音
楽
を
愛
し
，
金
持
ち
の
敵
だ
っ
た
。
非
常
に
性
格

が
よ
か
っ
た
。
病
気
や
疫
病
を
予
防
す
る
た
め
に
，
断
食
と
罪
の
償
い
を
始
め
た
。
人
々
を
苦

し
め
る
不
幸
な
出
来
事
が
終
わ
る
よ
う
に
，
祈
祷
師
に
偶
像
に
祈
ら
せ
，
儀
式
を
執
り
行
っ
た
。
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第
10
代
イ
ン
カ
王
ト
ゥ
パ
ク
・
イ
ン
カ
・
ユ
パ
ン
キ

チ
ン
チ
ャ
イ
コ
チ
ャ
，
ワ
ロ
チ
ン
，
カ
ン
タ
，
チ
ー
ス
カ
イ
，
コ
ン
チ
ュ
コ
ス
，
ワ
ノ
，
ハ
イ

ラ
ス
，
ワ
ヌ
コ
，
チ
ョ
カ
ー
ノ
ま
で
統
治
し
た
。
背
が
高
く
，
博
識
で
，
嘘
を
つ
か
ず
，
女
性

を
大
切
に
す
る
，
り
っ
ぱ
な
勇
士
だ
っ
た
。
イ
ン
カ
道
や
橋
を
建
設
し
て
，
チ
ャ
ス
キ
が
帝
国

内
を
旅
し
て
ま
わ
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
。

第
９
代
イ
ン
カ
王
パ
チ
ャ
ク
テ
ィ
・
イ
ン
カ
・
ユ
パ
ン
キ

チ
リ
に
ま
で
領
土
を
広
げ
，
ア
ン
デ
ス
山
脈
一
帯
を
治
め
た
。
大
柄
で
，
ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
な

目
を
し
て
い
て
，
大
飲
食
家
だ
っ
た
。
戦
好
き
で
，
い
つ
も
勝
利
を
収
め
て
帰
っ
て
来
た
。
戦

い
で
は
，
右
手
に
黄
金
の
石
投
げ
器
を
持
っ
た
。
神
や
太
陽
の
処
女
の
寺
院
や
家
を
造
っ
た
。
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第
12
代
イ
ン
カ
王
ワ
ス
カ
ル
・
イ
ン
カ

イ
ン
カ
帝
国
の
最
後
の
王
。
ア
ン
ダ
マ
ル
カ
で
死
去
し
た
。
父
な
る
太
陽
に
選
ば
れ
命
名
さ
れ

た
。
ペ
ル
ー
の
帝
国
全
体
の
正
当
な
継
承
者
だ
っ
た
。
25
歳
の
と
き
，
ア
ン
ダ
マ
ル
カ
で
敵
の

手
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
兄
弟
の
イ
ン
カ
・
ア
タ
ワ
ル
パ
の
命
令
に
従
い
，
部
将
キ

ス
キ
ス
と
チ
ャ
ル
コ
チ
マ
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
。

第
11
代
イ
ン
カ
王
ワ
イ
ナ
・
カ
パ
ッ
ク

チ
ャ
チ
ャ
ポ
ヤ
ス
，
キ
ト
，
ラ
タ
ク
ン
ガ
，
ワ
ン
カ
ベ
リ
カ
，
カ
ラ
ン
ビ
，
カ
ナ
リ
を
統
治
し

た
。
肌
は
白
く
ハ
ン
サ
ム
で
，
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
慕
わ
れ
た
。
悪
魔
と
話
し
，
ス
ペ
イ
ン
人

が
イ
ン
カ
帝
国
を
征
服
し
に
や
っ
て
く
る
こ
と
を
知
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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第
２
代
イ
ン
カ
王
妃

ワ
ト
ゥ
ン
コ
リ
ャ
ま
で
征
服
し
た
。
母
親
同
様
と
て
も
美
し
く
，
花
を
生
け
た
り
，
庭
造
り
が

好
き
だ
っ
た
。
家
臣
に
と
て
も
寛
大
で
，
い
つ
も
陽
気
だ
っ
た
。

初
代
イ
ン
カ
王
妃
マ
マ
・
ワ
コ

ク
ス
コ
を
支
配
し
た
。
と
て
も
美
し
く
，
浅
黒
い
肌
で
，
整
っ
た
体
型
だ
っ
た
。
悪
魔
や
石
，

偶
像
と
言
葉
を
交
わ
す
妖
術
師
だ
っ
た
ら
し
い
。
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第
４
代
イ
ン
カ
王
妃
マ
マ
・
ヤ
チ
イ
・
ア
ー
マ

チ
ャ
ー
カ
ス
ま
で
領
土
を
広
げ
た
。
小
柄
で
醜
く
，
肌
は
浅
黒
か
っ
た
が
体
調
は
良
好
だ
っ
た
。

尊
敬
さ
れ
る
女
性
で
，
他
の
有
力
な
女
性
を
訪
ね
，
食
事
を
と
も
に
し
た
り
，
音
楽
を
楽
し
み

な
が
ら
，
談
話
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
老
人
や
貧
し
い
人
々
を
助
け
る
た
め
に
，
夫
か
ら
こ
っ

そ
り
盗
み
出
し
た
ら
し
い
。

第
３
代
イ
ン
カ
王
妃
マ
マ
・
コ
ラ
・
オ
ク
リ
ョ

マ
ラ
ス
ま
で
統
治
し
た
。
と
て
も
美
し
か
っ
た
が
，
祖
母
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
食
は
細
か
っ

た
が
，
チ
チ
ャ
は
よ
く
飲
ん
だ
。
倹
約
家
だ
っ
た
た
め
，
家
臣
と
は
折
り
合
い
が
良
く
な
か
っ

た
。
い
つ
も
悲
し
げ
で
，
侍
女
と
は
距
離
を
置
き
た
が
り
，
長
生
き
を
望
ま
な
か
っ
た
。
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第
６
代
イ
ン
カ
王
妃
ク
シ
・
マ
マ
・
ミ
チ
ェ
イ

ア
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
ま
で
統
治
し
た
。

非
常
に
色
白
で
美
し
く
，
整
っ
た
体
型
だ
っ
た
。
本
拠
地
を
好
み
，
タ
ン
バ
リ
ン
を
奏
で
な
が

ら
歌
う
の
が
好
き
だ
っ
た
。
宴
会
や
晩
餐
会
を
催
し
，
い
つ
も
花
束
を
持
っ
て
い
た
。

第
５
代
イ
ン
カ
王
妃
チ
ン
ボ
・
マ
マ
・
カ
ワ

チ
チ
オ
，
ア
イ
マ
ラ
ま
で
統
治
し
た
。
穏
や
か
で
，
謙
虚
だ
っ
た
。
心
臓
の
病
気
に
苦
し
み
，

叫
び
声
を
上
げ
た
り
，
他
人
を
激
し
く
攻
撃
す
る
よ
う
に
な
り
，
醜
い
容
姿
に
な
っ
て
し
ま
い
，

任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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第
８
代
イ
ン
カ
王
妃
マ
マ
・
ル
ン
ト
ゥ
・
カ
ヤ

リ
マ
，
ハ
ウ
ハ
，
チ
ン
チ
ャ
イ
コ
チ
ャ
ま
で
領
地
を
拡
大
し
た
。
陰
気
な
性
格
で
，
宴
会
や
歌
，

踊
り
は
好
ま
な
か
っ
た
。
涙
も
ろ
か
っ
た
。
コ
カ
を
好
み
，
寝
て
い
る
と
き
に
も
コ
カ
の
葉
を

口
に
含
ん
で
い
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

第
７
代
イ
ン
カ
王
妃
イ
パ
ウ
コ
・
マ
マ
・
マ
チ

ク
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ（

西
部
地
方
），

パ
リ
ナ
コ
チ
ャ
地
方
，
ル
カ
ナ
ス
，
チ
ャ
ン
ゲ
イ
を
統
治
し

た
。
イ
ン
コ
，
オ
ウ
ム
，
コ
ン
ゴ
ウ
イ
ン
コ
な
ど
の
歌
う
鳥
に
餌
を
や
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。

貧
し
い
人
々
に
多
く
の
施
し
を
し
た
。
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第
10
代
イ
ン
カ
王
妃
マ
マ
・
オ
ク
リ
ョ

ワ
ヌ
コ
，
ワ
イ
ラ
ス
，
ア
タ
ピ
ロ
ま
で
支
配
し
た
。
美
し
い
女
性
で
，
体
型
は
ぽ
っ
ち
ゃ
り
し

て
い
て
，
小
顔
だ
っ
た
。
明
る
い
性
格
だ
っ
た
が
，
夫
に
嫉
妬
し
て
い
た
。
相
続
財
産
に
と
て

も
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

第
９
代
イ
ン
カ
王
妃
マ
マ
・
ア
ナ
ワ
ル
キ

チ
リ
，
タ
ル
マ
，
チ
ン
チ
ャ
イ
コ
チ
ャ
ま
で
統
治
し
た
。
丸
顔
で
美
し
く
，
目
と
口
は
小
さ
か
っ

た
。
王
に
は
あ
ま
り
従
順
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
神
か
ら
飢
餓
と
疫
病
の
罰
を
与
え
ら
れ
た
。
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第
12
代
イ
ン
カ
王
妃
チ
ュ
キ
リ
ャ
ン
ト
ウ

王
妃
に
就
任
し
て
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た
。
と
て
も
美
し
く
て
，
明
る
く
，
歌
う
の
が
好
き
で
，

小
鳥
に
餌
を
や
る
の
が
好
き
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

第
11
代
イ
ン
カ
王
妃
ラ
ワ
・
オ
ク
リ
ョ

キ
ト
，
カ
ラ
ン
ビ
，
ワ
ン
カ
ベ
リ
カ
，
カ
ナ
リ
，
チ
ャ
チ
ャ
ポ
ヤ
ス
を
支
配
し
た
。
と
て
も
美

し
く
，
整
っ
た
体
型
で
，
美
し
い
髪
を
し
て
い
た
。
貧
し
い
人
々
の
救
済
に
尽
力
を
尽
く
し
た
。
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第
２
代
イ
ン
カ
部
将
ト
パ
・
ア
マ
ロ
・
イ
ン
カ

と
て
も
勇
敢
で
，
コ
リ
ャ
ス
ー
ユ
（
南
部
地
方
）
を
征
服
し
た
時
に
，
敵
の
目
を
引
き
抜
い
た
。

初
代
イ
ン
カ
部
将
ユ
パ
ン
キ

と
て
も
怠
け
者
で
，
な
に
も
征
服
し
な
い
う
ち
に
死
去
し
た
。
彼
は
，
寝
る
こ
と
と
飲
食
が
大

好
き
で
，
宴
会
を
開
い
た
り
，
町
を
う
ろ
つ
い
た
り
し
た
。

第
三
編

イ
ン
カ
帝
国
の
部
将
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第
４
代
イ
ン
カ
部
将
ア
ポ
・
マ
イ
タ
ッ
ク
・
イ
ン
カ

チ
ャ
ー
カ
ス
地
方
ま
で
征
服
し
，
銀
山
と
24
金
の
鉱
山
を
取
得
し
た
。

第
３
代
イ
ン
カ
部
将
ク
シ
・
ホ
ワ
ン
チ
レ

戦
い
で
は
と
て
も
勇
敢
で
，
出
陣
の
前
に
は
太
陽
に
杯
を
捧
げ
な
が
ら
酒
を
飲
ん
だ
。
タ
ン

ボ
・
イ
ン
カ
ま
で
征
服
し
た
。
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第
６
代
イ
ン
カ
部
将
オ
ト
ロ
ン
ゴ
・
ア
チ
ャ
チ
・
ア
ポ
・
カ
マ
ッ
ク

ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
を
征
服
し
た
。
ジ
ャ
ガ
ー
（
オ
ト
ロ
ン
ゴ
）
に
変
身
し
て
戦
い
，
山
岳
地
帯

で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
コ
カ
を
持
ち
こ
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

第
５
代
イ
ン
カ
部
将
ト
パ
・
イ
ン
カ
・
ユ
パ
ン
キ

敵
陣
の
イ
ン
デ
ィ
オ
や
部
将
を
多
数
殺
害
し
，
ア
イ
マ
ラ
ま
で
征
服
し
た
。
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第
８
代
イ
ン
カ
部
将
ア
ポ
・
カ
マ
ッ
ク
・
イ
ン
カ

ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
に
勇
猛
で
，
鋭
い
目
つ
き
を
し
て
い
て
，
平
手
打
ち
で
敵
を
倒
す
こ
と
が
で

き
た
。
チ
リ
を
征
服
し
た
。

第
７
代
イ
ン
カ
部
将
イ
ン
カ
・
マ
イ
タ

勇
敢
で
偉
大
な
軍
事
指
導
者
だ
っ
た
。
ア
ン
ダ
マ
ル
カ
，
ル
カ
ナ
ス
，
パ
リ
ナ
コ
チ
ャ
，
ソ
ラ

ス
，
チ
ャ
ン
カ
，
ポ
マ
，
ユ
ン
ガ
ス
を
征
服
し
た
。
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第
10
代
イ
ン
カ
部
将
チ
ャ
ル
コ
・
チ
マ
・
イ
ン
カ

キ
ト
，
カ
ナ
リ
，
チ
ャ
チ
ャ
ポ
ヤ
ス
地
方
で
戦
っ
た
。

第
９
代
イ
ン
カ
部
将

ク
ス
コ
か
ら
イ
ン
カ
ま
で
石
を
運
ぶ
責
任
者
だ
っ
た
。
あ
る
一
つ
の
石
を
運
ぶ
の
に
あ
ま
り
に

も
疲
弊
し
た
と
人
々
は
言
っ
た
が
，
彼
は
な
ん
と
か
し
て
泣
い
て
血
を
流
す
石
を
移
動
し
よ
う

と
し
た
。
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第
12
代
イ
ン
カ
部
将
カ
ッ
パ
ク
・
ア
ポ
・
ワ
マ
ン

こ
の
絵
を
描
い
た
作
者
の
祖
父
で
あ
り
，
チ
ン
チ
ャ
イ
ス
ー
ユ
を
征
服
し
た
。

第
11
代
イ
ン
カ
部
将
ル
ミ
ナ
フ
イ

と
て
も
勇
敢
だ
っ
た
が
，
裏
切
っ
て
イ
ン
カ
・
イ
レ
ス
カ
ス
を
殺
害
し
，
彼
の
皮
で
太
鼓
を
，

頭
蓋
骨
で
杯
を
，
骨
で
笛
を
つ
く
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ク
ス
コ
で
死
去
し
た
。
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第
14
代
部
将
マ
ル
コ
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
・
パ
リ

キ
ト
ま
で
征
服
し
，「

ミ
テ
ィ
マ
エ
」（

外
国
人
）
と
呼
ば
れ
る
多
く
の
子
孫
を
残
し
た
。

第
13
代
イ
ン
カ
部
将
カ
パ
ッ
ク
・
ア
ポ
・
ニ
ナ
ウ
ラ

ア
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
ま
で
征
服
し
た
が
，
多
く
の
異
教
徒
の
村
が
支
配
さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い

た
。
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第
１
婦
人
，
チ
ン
チ
ャ
イ
ス
ー
ユ
（
北
部
地
方
）
の
カ
ッ
パ
ク
・
ポ
マ
・
ワ
ル
カ

と
て
も
美
し
い
女
性
だ
っ
た
。
こ
の
挿
絵
の
著
者
の
祖
母
で
あ
る
。

第
15
代
部
将
マ
ル
コ
・
ム
リ
ョ

他
の
勇
敢
で
有
力
な
部
将
を
従
え
，
も
と
の
村
に
戻
っ
た
征
服
者
も
い
た
が
，
死
に
追
い
や
ら

れ
た
者
も
い
た
。
カ
ハ
マ
ル
カ
，
キ
ト
，
ト
ゥ
ミ
，
チ
ャ
チ
ャ
ポ
ヤ
ス
，
ラ
タ
ワ
ン
ガ
，
ワ
ン

カ
ビ
ル
カ
を
征
服
し
た
。
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第
３
婦
人
，
コ
リ
ャ
ス
ー
ユ
（
南
部
地
方
）
の
カ
パ
ッ
ク
・
ウ
ミ
・
タ
ル
ナ

美
し
い
女
性
だ
っ
た
が
，
太
っ
て
醜
く
な
っ
て
い
っ
た
。
彼
女
の
親
戚
は
み
ん
な
太
っ
て
い
て
，

怠
け
者
で
，
小
心
者
だ
っ
た
が
，
金
持
ち
だ
っ
た
。

第
２
婦
人
，
ア
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
（
東
部
地
方
）
の
カ
パ
ッ
ク
・
マ
ル
キ
ナ

整
っ
た
体
型
で
，
と
て
も
美
し
く
，
ス
ペ
イ
ン
人
よ
り
も
白
か
っ
た
が
，
裸
足
で
歩
き
ま
わ
っ

た
。
こ
の
地
方
で
は
，
人
々
は
人
肉
を
食
べ
，
金
銀
が
豊
富
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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第
４
婦
人
，
ク
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
（
西
部
地
方
）
の
マ
ル
コ
・
ワ
ル
ミ
・
テ
ィ
ム
タ
マ

と
て
も
美
し
い
女
性
だ
っ
た
。
彼
女
の
土
地
は
と
て
も
貧
し
く
，
ア
レ
キ
パ
地
方
に
は
金
も
銀

も
な
か
っ
た
が
，
血
筋
の
良
い
重
要
な
人
物
だ
っ
た
。
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２
月

国
中
の
イ
ン
カ
は
，
大
量
の
金
銀
を
最
も
重
要
な
神
々
，
太
陽
，
月
，
星
に
捧
げ
る
。
こ
の
月

に
は
多
く
の
雨
が
降
り
，
雑
草
が
多
く
，
食
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

１
月

断
食
，
苦
行
に
身
を
投
じ
た
。
太
陽
神
殿
と
月
の
神
殿
へ
と
行
列
を
つ
く
り
，
山
か
ら
山
へ
と

渡
り
歩
い
て
偶
像
を
崇
拝
し
，
祈
祷
師
ら
に
よ
っ
て
儀
式
が
遂
行
さ
れ
る
と
涙
を
流
し
た
。
特

に
聖
地
ワ
ナ
カ
ウ
リ
と
パ
カ
リ
タ
ン
ボ
へ
多
く
の
人
が
訪
れ
た
。

第
四
編

イ
ン
カ
帝
国
の
年
間
行
事
と
儀
式
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４
月

様
々
な
色
の
ラ
マ
が
多
く
の
儀
式
で
生
贄
と
し
て
捧
げ
ら
れ
る
。
イ
ン
カ
は
盛
大
な
宴
会
を
催

し
，
有
力
な
貴
族
を
招
く
。
イ
ン
カ
の
支
配
下
に
あ
る
貧
し
い
人
々
も
儀
式
に
参
加
し
，
広
場

で
食
事
を
し
て
踊
る
。
祝
宴
で
は
，
イ
ン
カ
の
特
別
な
チ
チ
ャ
「
ア
ム
ル
・
ア
カ
」
を
飲
む
。

３
月

イ
ン
カ
が
司
祭
と
共
に
行
う
儀
式
で
，
黒
い
ラ
マ
が
生
贄
と
し
て
捧
げ
ら
れ
た
。
人
々
は
断
食

を
行
い
，
塩
や
果
物
を
食
べ
ず
に
自
制
し
た
。
性
行
為
も
慎
ん
だ
。
こ
の
月
に
は
，
食
糧
が
豊

富
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
，
多
く
の
花
が
出
現
す
る
。
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６
月

太
陽
神
を
称
え
て
，
イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
多
く
の
金
，
銀
を
差
し
出
し
，

国
中
で
生
贄
が
捧
げ
ら
れ
る
。
カ
パ
コ
チ
ャ
の
儀
式
で
は
50
0
人
の
子
ど
も
が
生
き
埋
め
に
さ

れ
た
。
村
か
ら
村
へ
作
物
や
家
畜
の
で
き
具
合
を
調
べ
る
巡
察
使
が
い
た
。
こ
の
た
め
，
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
正
確
に
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
，
飢
え
る
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

５
月

食
糧
が
豊
富
な
時
期
で
，
多
く
の
食
料
備
蓄
の
お
か
げ
で
，
貧
し
い
人
々
も
一
年
中
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。
多
く
の
祝
宴
が
催
さ
れ
，
人
々
は
飲
み
，
食
い
，
歌
い
，
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
栽
培
さ
れ
る
畑
を
訪
れ
る
。
成
長
し
た
家
畜
は
，
色
と
り
ど
り
に
塗
ら
れ
，
捧
げ
ら

れ
る
。
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８
月

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
植
え
る
た
め
に
，
畑
を
耕
し
始
め
る
。
国
中
の
豊
作
を
祈
っ
て
多
く
の
祝
宴

が
催
さ
れ
る
。
人
々
は
チ
チ
ャ
を
飲
み
，
肥
沃
な
土
地
を
願
っ
て
「
ハ
イ
リ
」
を
歌
う
。
イ
ン

カ
が
畑
に
種
を
ま
く
。

７
月

畑
を
視
察
し
，
土
地
を
分
配
し
た
。
10
0
頭
の
彩
ら
れ
た
ラ
マ
と
，
10
00
匹
の
白
い
テ
ン
ジ
ク

ネ
ズ
ミ
が
生
贄
と
し
て
捧
げ
ら
れ
，
太
陽
と
雨
が
豊
作
を
も
た
ら
す
よ
う
に
，
広
場
で
焼
か
れ

た
。
気
候
の
変
化
で
多
く
の
人
が
病
気
に
な
る
。
き
ち
ん
と
世
話
を
し
な
い
と
，
家
畜
も
病
気

に
な
る
。
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10
月

天
国
か
ら
神
々
が
水
を
恵
ん
で
下
さ
る
よ
う
に
，
黒
い
ラ
マ
を
主
要
な
寺
院
で
生
贄
と
し
て
捧

げ
た
。
儀
式
の
間
，
老
若
男
女
は
行
列
を
つ
く
り
，
神
か
ら
の
恵
み
の
雨
を
願
っ
て
叫
び
声
を

轟
か
せ
た
。
人
類
の
創
造
主
，
ル
ナ
・
カ
マ
ッ
ク
に
も
雨
の
恵
み
を
願
っ
た
。

９
月

太
陽
神
の
妻
で
あ
る
月
を
称
え
る
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
女
性
た
ち
は
イ
ン
カ
女
王
の
厳

粛
な
祭
り
を
祝
う
。
女
性
有
力
者
た
ち
は
男
性
を
招
待
す
る
。
彼
ら
は
石
投
げ
器
で
武
装
し
，

家
々
か
ら
疫
病
や
病
気
を
追
い
払
お
う
と
す
る
。
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12
月

太
陽
の
誕
生
を
祝
う
祭
り
が
厳
粛
に
行
わ
れ
る
。
太
陽
は
，
惑
星
や
星
の
な
か
で
最
も
重
要
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
生
贄
が
捧
げ
ら
れ
，
金
，
銀
，
宝
石
が
供
さ
れ
た
。
ク
ス

コ
の
大
広
場
だ
け
で
な
く
，
国
中
で
太
陽
を
称
え
，
飲
み
，
踊
っ
た
。
50
0
人
の
幼
い
少
年
少

女
が
生
贄
と
し
て
生
き
埋
め
に
さ
れ
，
金
，
銀
，
宝
石
や
貝
殻
，
家
畜
も
一
緒
に
埋
め
ら
れ
た
。

11
月

死
者
を
祭
る
。
美
し
く
着
飾
り
，
頭
に
羽
飾
り
を
付
け
た
ミ
イ
ラ
を
，
墓
か
ら
運
び
出
す
。
ミ

イ
ラ
の
前
で
，
歌
っ
て
踊
り
，
食
事
を
供
し
，
通
り
や
広
場
を
通
り
抜
け
な
が
ら
，
家
々
を
回

る
。
こ
の
月
に
，
イ
ン
カ
は
耳
に
ピ
ア
ス
の
穴
を
あ
け
る
。
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ク
ス
コ
で
の
偶
像
崇
拝

イ
ン
カ
は
月
，
女
神
，
を
崇
拝
す
る
祭
壇
を
持
ち
，
皇
女
コ
ヤ
は
魔
女
と
一
緒
に
生
贄
を
さ
さ

げ
，
願
い
事
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
祈
る
。
他
に
も
神
殿
が
あ
り
，
そ
こ
で
は
イ
ン
カ
の
息
子
，

娘
，
王
子
が
祈
る
。

偶
像
崇
拝

ト
パ
・
イ
ン
カ
・
ユ
パ
ン
キ
が
偶
像
や
石
，
悪
霊
に
語
り
か
け
，
過
去
や
未
来
の
出
来
事
，
そ

し
て
ス
ペ
イ
ン
人
が
渡
来
し
て
統
治
す
る
こ
と
を
予
言
し
た
。

第
五
編

イ
ン
カ
帝
国
の
宗
教
と
葬
式
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ア
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
（
東
部
地
方
）
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
あ
る
偶
像
と
寺
院

彼
ら
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
虎
（
ジ
ャ
ガ
ー
）
を
崇
拝
し
，
動
物
の
脂
肪
，
燃
え
て
る
蛇
，
鼠
，
コ

カ
，
鳥
の
羽
な
ど
が
生
贄
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
コ
カ
の
木
も
崇
拝
し
て
い
た
。
偶
像
は
持
た

な
か
っ
た
が
，
虎
と
蛇
に
狂
信
的
な
信
仰
を
捧
げ
た
。

チ
ン
チ
ャ
イ
ス
ー
ユ
（
北
部
地
方
）
の
偶
像
崇
拝

コ
カ
，
チ
チ
ャ
，
果
物
だ
け
で
な
く
，
五
歳
の
子
供
も
生
贄
と
し
て
偶
像
パ
リ
ア
カ
カ
に
捧
げ

る
。
犬
も
生
贄
と
し
て
捧
げ
ら
れ
，
食
べ
ら
れ
た
。
今
で
も
犬
を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
，
罰
せ

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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ク
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
（
西
部
地
方
）
の
偶
像
崇
拝
と
寺
院

金
，
銀
，
コ
カ
，
生
肉
と
一
緒
に
生
贄
を
捧
げ
た
。
ど
の
村
に
も
イ
ン
カ
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
寺
院
が
あ
り
，
生
贄
を
捧
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

コ
リ
ャ
ス
ー
ユ
（
南
部
地
方
）
の
偶
像
崇
拝
と
寺
院

彼
ら
は
黒
い
ラ
マ
と
白
い
ラ
マ
，
チ
チ
ャ
，
湖
で
と
れ
る
魚
を
生
贄
と
し
て
捧
げ
た
。
テ
ィ
テ
ィ

カ
カ
湖
で
金
，
銀
な
ど
が
捧
げ
ら
れ
，
燃
や
さ
れ
埋
め
ら
れ
た
。
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悪
魔
の
夢

悪
魔
に
話
し
か
け
ら
れ
る
と
，
悪
魔
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
し
ま
う
ら
し
い
。
別
の
悪
魔
は
肉

体
か
ら
病
気
を
吸
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
ら
し
い
。

魔
術
師
レ
イ
・
ウ
モ

新
し
い
鍋
を
取
り
出
し
て
人
間
の
脂
肪
，
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
，
羽
，
コ
カ
，
金
，
銀
を
調
理
し
た

と
人
々
は
い
う
。
そ
れ
か
ら
悪
魔
に
話
し
か
け
，
男
性
と
女
性
を
合
体
さ
せ
，
殺
す
た
め
に
毒

を
提
供
し
，
そ
の
犠
牲
で
将
来
を
預
言
し
た
。
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行
列

イ
ン
カ
は
行
列
を
作
り
，
１
ヶ
月
間
絶
食
と
禁
酒
を
し
，
甘
い
も
の
も
塩
辛
い
も
の
も
食
べ
ず
，

香
草
で
焼
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
べ
た
。
そ
の
間
，
笑
わ
ず
，
女
性
と
一
緒
に
寝
ず
，
悲
し

み
に
く
れ
た
。
病
気
や
嵐
や
雷
を
お
払
い
す
る
た
め
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
列
が
あ
っ
た
。

迷
信

夢
を
信
じ
る
と
，
誰
そ
れ
が
病
気
に
な
る
と
か
，
死
ぬ
だ
ろ
う
と
か
，
未
亡
人
に
な
る
と
預
言

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ク
ロ
ウ
，
コ
ウ
モ
リ
，
蝶
，
蛇
な
ど
を
使
っ
て
預
言
す
る
。
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チ
ン
チ
ャ
イ
ス
ー
ユ
（
北
部
地
方
）
の
葬
式

チ
ン
チ
ャ
イ
ス
ー
ユ
の
イ
ン
カ
は
死
後
５
日
た
っ
て
か
ら
埋
葬
さ
れ
た
。
故
人
は
洗
わ
れ
，
服

と
羽
を
纏
い
，
金
銀
の
装
飾
品
も
身
に
付
け
た
。
そ
れ
か
ら
行
列
が
遺
体
を
運
ん
だ
。
未
亡
人

の
髪
は
切
ら
れ
た
。
よ
き
未
亡
人
は
２
年
間
こ
の
儀
式
を
繰
り
返
す
。

イ
ン
カ
の
葬
式

イ
ン
カ
は
防
腐
処
置
を
施
さ
れ
，
生
き
て
い
る
よ
う
な
顔
つ
き
に
さ
れ
，
一
番
上
等
な
衣
装
を

着
せ
ら
れ
た
。
多
く
の
金
や
銀
の
装
飾
品
と
と
も
に
埋
め
ら
れ
た
。
こ
の
王
国
で
の
こ
う
し
た

儀
式
で
は
多
く
の
人
が
涙
し
，
歌
い
，
音
楽
を
奏
で
，
踊
っ
た
。
１
カ
月
後
に
厳
粛
な
行
列
で

連
れ
て
行
か
れ
，
地
下
墓
所
に
埋
め
ら
れ
た
。
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コ
リ
ャ
ス
ー
ユ
（
南
部
地
方
）
の
葬
式

ま
ず
遺
体
を
着
飾
り
，
初
日
は
泣
き
悲
し
む
。
そ
れ
か
ら
５
日
後
に
座
位
で
墓
に
安
置
し
，
金

銀
の
装
飾
品
も
一
緒
に
入
れ
る
。
た
く
さ
ん
の
食
事
と
チ
チ
ャ
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。

ア
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
（
東
部
地
方
）
の
葬
式

ま
る
１
日
泣
き
悲
し
み
，
大
宴
会
を
催
す
が
，
山
間
部
の
イ
ン
デ
ィ
オ
の
よ
う
な
儀
式
は
行
わ

な
い
ら
し
い
。
彼
ら
は
遺
体
を
木
の
内
側
に
安
置
し
，
覆
い
隠
す
。
そ
れ
っ
き
り
そ
の
こ
と
は

忘
れ
，
再
び
墓
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
。
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ク
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
（
西
部
地
方
）
の
葬
式

上
等
な
衣
装
に
身
を
包
み
，
金
銀
が
故
人
の
口
に
置
か
れ
る
。
遺
体
は
石
の
竈
の
よ
う
な
地
下

墓
地
に
埋
葬
さ
れ
，
白
く
塗
ら
れ
て
か
ら
色
と
り
ど
り
に
塗
ら
れ
る
。
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イ
ン
カ
支
配
期
の
１
番
目
の
刑
罰

悪
党
，
裏
切
り
者
，
重
罪
を
犯
し
た
者
を
罰
す
る
刑
罰
と
監
獄
。
侵
犯
者
を
罰
す
る
た
め
に
，

暗
い
部
屋
に
毒
蛇
，
虎
，
ハ
ゲ
タ
カ
，
ワ
シ
，
フ
ク
ロ
ウ
，
ト
カ
ゲ
を
一
緒
に
入
れ
た
。
奇
跡

的
に
生
き
延
び
た
死
刑
囚
は
イ
ン
カ
皇
帝
か
ら
罪
を
許
さ
れ
，
釈
放
さ
れ
た
。

太
陽
の
処
女
（
ア
ク
リ
ャ
）

イ
ン
カ
帝
国
の
時
代
に
は
太
陽
の
処
女
（
ア
ク
リ
ャ
）
が
住
む
家
が
あ
り
，
そ
こ
に
は
偶
像
に

仕
え
る
６
種
類
の
ア
ク
リ
ャ
が
い
て
，
そ
の
他
に
皇
帝
の
宿
駅
（
タ
ン
ボ
）
や
畑
や
織
物
に
従

事
す
る
６
種
類
の
ア
ク
リ
ャ
が
い
た
。

第
六
編

イ
ン
カ
帝
国
の
刑
罰
と
祭
り
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姦
通
し
た
男
女
に
対
す
る
３
番
目
の
刑
罰

石
投
げ
に
よ
る
死
刑
が
宣
告
さ
れ
た
。
男
性
が
女
性
を
強
姦
し
た
場
合
に
は
，
そ
の
男
は
死
刑

と
な
り
，
女
性
は
20
0
回
の
鞭
打
ち
の
刑
を
受
け
，
残
り
の
生
涯
を
修
道
院
で
隠
遁
生
活
を
送

ら
さ
れ
た
。
女
に
罪
の
責
任
が
あ
る
場
合
は
，
石
投
げ
に
よ
る
死
刑
と
な
り
，
男
性
は
鞭
打
ち

の
刑
を
受
け
，
山
奥
へ
と
追
放
さ
れ
た
。

２
番
目
の
刑
罰

死
刑
や
鞭
打
ち
，
鉱
山
送
り
の
刑
を
宣
告
さ
れ
た
首
長
や
イ
ン
デ
ィ
オ
は
牢
獄
に
入
れ
ら
れ

た
。
酔
っ
払
い
，
嘘
つ
き
，
偽
証
者
，
怠
け
者
，
不
正
を
犯
し
た
者
，
イ
ン
カ
皇
帝
に
背
い
た

も
の
，
遊
び
人
，
反
抗
的
で
無
作
法
な
人
，
と
い
っ
た
犯
罪
者
が
い
た
。
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毒
殺
し
た
人
に
対
す
る
５
番
目
の
刑
罰

こ
う
し
た
イ
ン
デ
ィ
オ
は
家
族
全
員
，
子
ど
も
や
孫
ま
で
も
が
罰
せ
ら
れ
た
。
小
さ
な
子
ど
も

の
場
合
は
，
役
人
が
そ
の
存
在
に
気
付
か
な
か
っ
た
時
だ
け
免
れ
た
。
死
刑
囚
は
郊
外
に
置
き

去
り
に
さ
れ
，
コ
ン
ド
ル
や
ハ
ゲ
ワ
シ
，
狐
に
食
べ
ら
れ
た
。

使
用
人
の
男
女
に
対
す
る
４
番
目
の
刑
罰

二
人
と
も
性
交
渉
を
も
っ
た
こ
と
を
認
め
れ
ば
，
髪
の
毛
を
吊
る
さ
れ
死
刑
と
な
っ
た
。
男
性

が
強
引
に
関
係
を
結
ん
だ
場
合
は
，
男
性
の
み
が
罰
せ
ら
れ
，
そ
の
逆
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ

の
刑
を
受
け
て
死
を
免
れ
た
と
し
て
も
，
そ
の
女
性
は
そ
の
後
結
婚
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

か
っ
た
。



138

北海学園大学学園論集 第146号 (2010年12月)

イ
ン
カ
や
貴
族
の
歌
と
音
楽

イ
ン
カ
は
有
色
の
ラ
マ
を
従
え
て
歌
う
。
男
性
が
歌
い
出
す
と
，
女
性
た
ち
の
優
し
く
途
切
れ

る
こ
と
の
な
い
高
い
歌
声
が
加
わ
り
，
美
し
い
調
和
を
作
り
出
す
。「
ハ
ラ
ウ
イ
」と

い
う
哀
歌

も
あ
る
。

イ
ン
カ
や
貴
族
の
儀
式
，
祭
典
，
踊
り

た
く
さ
ん
の
お
祝
い
や
集
ま
り
が
あ
り
，
ど
の
地
域
に
も
羊
飼
い
や
農
民
が
参
加
す
る
集
ま
り

が
あ
り
，
人
民
は
歌
っ
て
，
踊
っ
て
，
一
緒
に
食
事
を
し
て
祝
う
。
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ア
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
（
東
部
地
方
）
の
祭
り

あ
ま
り
忠
誠
心
が
な
い
。
歌
っ
て
踊
る
。
男
性
が
歌
い
始
め
る
と
，
そ
れ
に
女
性
が
応
じ
る
。

手
を
つ
な
い
で
円
を
描
き
な
が
ら
踊
る
。
男
性
は
女
性
と
同
じ
よ
う
な
格
好
で
，
弓
を
身
に
つ

け
る
。
ほ
と
ん
ど
裸
同
然
で
あ
る
。
彼
ら
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
の
イ
ン
デ
ィ
オ
で
，
笛
を
奏
で

る
。

チ
ン
チ
ャ
イ
ス
ー
ユ
（
北
部
地
方
）
の
祭
り

女
性
は
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
歌
い
，
男
性
は
鹿
の
頭
の
笛
を
吹
い
て
応
じ
る
。
ク
ス
コ

か
ら
キ
ト
に
か
け
て
ど
こ
も
同
じ
様
式
で
行
わ
れ
る
。
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ク
ン
テ
ィ
ス
ー
ユ
（
西
部
地
方
）
の
祭
り

ク
ス
コ
か
ら
ア
レ
キ
パ
に
か
け
て
。
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
。
女
性
が
歌
い
，
男
性
が
応

じ
る
。
祭
り
は
幸
福
と
歓
喜
に
溢
れ
て
い
る
。

コ
リ
ャ
ス
ー
ユ
（
南
部
地
方
）
の
祭
り

共
同
体
ご
と
に
歌
が
あ
り
，
人
々
は
歌
い
，
踊
る
。
女
性
が
哀
愁
歌
を
歌
い
，
男
性
が
笛
を
吹

く
。
首
長
も
人
民
も
全
員
が
踊
り
に
参
加
し
，
コ
ラ
オ
か
ら
ポ
ト
シ
に
至
る
地
域
で
行
わ
れ
る
。
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イ
ン
カ
の
輿

イ
ン
カ
・
ト
パ
・
ユ
パ
ン
キ
と
王
妃
の
マ
マ
・
オ
ク
リ
ョ
が
カ
リ
ャ
ワ
ヤ
の
イ
ン
デ
ィ
オ
に
担

が
れ
，
の
ん
び
り
と
運
ば
れ
て
い
る
。

王
宮
と
イ
ン
カ
の
家

貴
族
は
地
位
に
応
じ
て
大
き
な
家
に
住
ん
で
い
た
。
イ
ン
カ
の
家
に
は
中
庭
が
あ
り
，
鳥
や
猿
，

オ
ウ
ム
，
イ
ン
コ
と
い
っ
た
鳥
た
ち
が
山
や
森
か
ら
や
っ
て
く
る
。
畑
に
は
野
菜
や
ハ
ー
ブ
が

植
わ
っ
て
い
る
。
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イ
ン
カ
の
輿

イ
ン
カ
は
輿
に
立
っ
て
乗
っ
た
ま
ま
敵
と
戦
い
，
石
投
げ
器
（
オ
ン
ダ
）
で
金
の
石
を
発
射
す

る
。
ワ
イ
ナ
・
カ
パ
ッ
ク
王
は
カ
ヤ
ン
ベ
，
ラ
タ
ク
ン
ガ
，
チ
ャ
チ
ャ
ポ
ヤ
ス
，
キ
ト
，
ラ
タ

ク
ン
ガ
を
征
服
し
た
。
ア
ン
ダ
マ
ル
カ
と
ソ
ラ
ス
の
イ
ン
デ
ィ
オ
が
敏
速
に
イ
ン
カ
を
戦
へ
と

運
ぶ
。
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イ
ン
カ
の
副
王
カ
パ
ッ
ク
・
ア
ポ
・
グ
ァ
マ
ン

こ
の
本
の
著
者
の
祖
父
で
あ
る
。
彼
は
イ
ン
カ
・
ト
パ
・
ユ
パ
ン
キ
の
代
理
で
あ
る
。
イ
ン
カ

は
イ
ン
カ
貴
族
だ
け
を
行
政
官
と
し
て
選
定
し
，
け
っ
し
て
身
分
の
低
い
者
を
選
ぶ
こ
と
は
な

い
。

イ
ン
カ
・
ト
パ
・
ユ
パ
ン
キ
の
倉
庫

国
中
の
各
州
に
は
「
コ
ル
カ
」
と
い
う
倉
庫
が
あ
っ
た
。
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
物

が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
。
乾
燥
ジ
ャ
ガ
イ
モ
，
毛
，
干
し
た
肉
，
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
，
ス
ィ
ー
ト
ポ

テ
ト
，
唐
辛
子
，
綿
な
ど
内
陸
か
ら
沿
岸
部
に
い
た
る
多
種
多
様
な
産
物
が
倉
庫
に
貯
蔵
さ
れ
，

戦
争
や
飢
饉
の
時
，
人
々
に
配
分
さ
れ
た
。

第
七
編

イ
ン
カ
帝
国
の
行
政
官
と
巡
察
使
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保
安
官

貧
し
い
イ
ン
デ
ィ
オ
は
こ
の
役
職
に
は
就
け
ず
，
イ
ン
カ
の
非
嫡
出
の
息
子
や
従
兄
弟
が
任
命

さ
れ
る
。
役
職
を
表
す
印
と
し
て「

チ
ュ
ス
パ
」（
袋
）を

持
ち
，
イ
ン
カ
の
サ
ン
ダ
ル
を
履
く
。

イ
ン
カ
と
評
議
員
の
命
令
で
行
動
す
る
。

評
議
員
，
市
長
，
裁
判
官

カ
パ
ッ
ク
・
ア
ポ
・
バ
タ
ッ
ク
は
イ
ン
カ
に
反
抗
的
な
権
力
者
を
逮
捕
し
に
行
く
。
役
職
の
象

徴
と
し
て「

マ
ス
カ
パ
イ
チ
ャ
」（
王
の
印
）を

身
に
つ
け
て
い
る
。
そ
の
権
力
者
は
捕
え
ら
れ
，

イ
ン
カ
と
評
議
員
の
前
に
引
き
出
さ
れ
，
罰
せ
ら
れ
る
。
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地
方
行
政
官

有
力
者
の
息
子
が
就
任
し
た
。
共
同
体
の
畑
，
食
料
，
衣
服
，
家
畜
，
鉱
山
を
巡
察
す
る
の
が

仕
事
で
あ
る
。
ま
た
人
々
の
紛
争
を
避
け
，
正
義
を
貫
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
方
官
僚
，
裁
判
官

こ
の
役
職
に
は
，
耳
を
損
傷
し
た
人
や
早
口
で
足
の
不
自
由
な
人
，
あ
る
い
は
歯
が
欠
損
し
た

者
が
選
ば
れ
る
。
戦
場
に
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
，
イ
ン
カ
の
役
に
は
立
た
な
い
か
ら
で

あ
る
。
彼
ら
は
イ
ン
カ
の
非
嫡
出
の
息
子
，
孫
，
ひ
孫
だ
っ
た
。
各
州
に
派
遣
さ
れ
，
裁
判
を

遂
行
し
，
誰
か
ら
も
掠
奪
せ
ず
，
彼
ら
を
非
難
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
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建
設
技
師
と
測
量
技
師

ト
パ
・
ユ
パ
ン
キ
の
命
令
に
よ
っ
て
，
各
州
や
共
同
体
を
測
量
し
，
標
石
を
設
置
し
た
。
草
原
，

牧
草
地
，
用
水
路
，
薪
が
分
配
さ
れ
，
誰
に
で
も
差
別
す
る
こ
と
な
く
与
え
ら
れ
た
。

チ
ャ
ス
キ
（
飛
脚
）

誠
実
で
寛
大
な
イ
ン
カ
司
祭
の
息
子
が
就
い
た
。
頭
に
は
白
い
羽
を
の
せ
て
い
た
の
で
，
遠
く

か
ら
で
も
見
え
た
。
到
着
を
知
ら
せ
る
巻
貝
「
プ
ツ
ツ
」
も
持
ち
歩
い
て
い
た
。
奴
隷
や
鷹
の

よ
う
に
敏
速
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
昼
夜
を
問
わ
な
い
仕
事
で
，
１
か
所
に
滞
在

す
る
こ
と
も
な
い
の
で
，
妻
子
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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橋
の
管
理
，
保
全
に
責
任
を
持
つ
役
人

イ
ン
カ
時
代
に
は
川
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
大
小
の
橋
が
あ
っ
た
。
必
要
な
と
き
に
は
，
舟
で
も

川
を
渡
っ
た
。

イ
ン
カ
王
道
の
管
理
，
保
全
に
責
任
を
持
つ
役
人

イ
ン
カ
時
代
に
は
６
つ
の
主
要
な
王
道
が
あ
っ
た
。
道
幅
は
広
く
，
よ
く
手
入
れ
さ
れ
，
き
れ

い
に
清
掃
さ
れ
て
い
た
。
旅
行
者
が
泊
ま
る
宿
場
（
タ
ン
プ
）
が
あ
り
，
飛
脚
（
チ
ャ
ス
キ
）

は
王
道
を
利
用
し
て
国
中
に
情
報
を
伝
え
た
。
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会
計
，
計
理
の
役
人
，
コ
ン
ド
ル
・
チ
ャ
ウ
ア
（
キ
ー
プ
・
カ
マ
ヨ
ッ
ク
）

イ
ン
カ
帝
国
の
様
々
な
も
の
を
数
え
て
記
録
す
る
す
ば
ら
し
い
能
力
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。

す
べ
て
の
市
，
町
，
共
同
体
に
は
，
経
済
活
動
や
人
口
動
態
を
記
録
す
る
役
人
が
い
た
。

イ
ン
カ
と
評
議
員
の
書
記
官
（
キ
ー
プ
・
カ
マ
ヨ
ッ
ク
）

イ
ン
カ
王
朝
時
代
の
出
来
事
を
記
録
す
る
方
法
と
し
て
，
色
の
異
な
る
キ
ー
プ
（
結
縄
）
を
用

い
た
。
そ
の
地
方
の
出
来
事
を
記
録
す
る
書
記
官
と
，
イ
ン
カ
の
重
要
な
情
報
を
記
録
す
る
王

族
の
書
記
官
が
い
た
。



ワマン・ポマ著 女澤史恵訳『インカ王族の子孫の記録者による挿絵』㈠（大場四千男)

149

イ
ン
カ
王
室
評
議
会

イ
ン
カ
帝
国
の
首
都
ク
ス
コ
に
居
住
し
，
イ
ン
カ
王
族
が
そ
の
地
位
を
占
め
，
父
か
ら
息
子
へ

と
継
が
れ
て
い
っ
た
。
イ
ン
カ
は
他
の
イ
ン
デ
ィ
オ
と
直
接
会
話
す
る
こ
と
は
な
く
，
通
訳
な

ど
を
介
し
て
意
思
疎
通
し
た
。
イ
ン
カ
は
貧
民
，
孤
児
，
未
亡
人
の
た
め
に
正
義
を
尽
く
し
た
。

巡
察
使
（
ト
ク
イ
リ
ク
ッ
ク
）

イ
ン
カ
帝
国
の
役
人
で
，
各
地
方
を
巡
視
し
て
，
宿
駅
（
タ
ン
ボ
），

食
料
貯
蔵
庫
，
修
道
院
，

共
同
体
，
神
殿
を
見
て
回
っ
た
。
法
が
順
守
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
，
不
正
が
あ
っ
た
場

合
に
は
そ
の
地
方
役
人
の
言
動
が
イ
ン
カ
に
伝
え
ら
れ
た
。
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質
問
を
受
け
る
著
者
グ
ァ
マ
ン
・
ポ
マ

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
指
導
者
で
，
キ
リ
ス
ト
教
の
掟
を
く
ま
な
く
見
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
イ
ン

デ
ィ
オ
が
欲
深
く
金
銀
に
執
着
す
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
嘘
つ
き
，
詐
欺
師
，
売
春
婦
，

泥
棒
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
ス
ペ
イ
ン
人
は
，
両
親
，
司
祭
，
国
王
に
従
順

で
は
な
く
，
貧
し
い
イ
ン
デ
ィ
オ
か
ら
掠
奪
し
，
返
す
と
言
い
な
が
ら
返
っ
て
き
た
物
は
一
つ

も
な
い
。


